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ブプ ロフェジン及び エ トフェンプ ロックスで淘汰 した

ヒメ トビウンカの薬剤感受性変化

遠藤 正造 ・風野 光 ・田中 幸一(九 州農業試験場)

Insecticide susceptibility of the small brown planthopper selected with bup-
rofezin and etofenprox. Shozo ENDO, Hikaru KAZANO, and Koichi TANAKA 

(Kyushu National Agricultural Experiment Station, Chikugo, Fukuoka 833)

The changes in insecticide susceptibility of the small brown planthopper (SBPH) 
selected with etofenprox and buprofezin were studied.

The LD50 value to etofenprox of SBPH selected with etofenprox was 6. 7 times as 
large as that of the parent colony. The LD50 values to organophosphates and carba-
mates of the etofenprox-selected colony did not differ from those of the parent colony.

The LC50 value to buprofezin of the buprofezin-selected colony was approximately 
the same as that of the parent colony. The LD50 values to organophosphates, carba-
mates and synthetic pyrethroids of the buprofezin-selected colony were almost the same 
as those of the parent colony.

Aliesterase activities of SBPH did not increase by etofenprox or buprofezin selec-
tion.

近年害虫の防除は総合防除という観点から,天 敵の利

用,耕 種的方法,ま た抵抗性品種の利用等の研究が進ん

でいるが,い まのところ大部分は薬剤防除に頼 らざるを

得ない状態である。薬剤による防除を行う限 り,常 に対

象害虫の薬剤抵抗性問題を考慮しておく必要がある。ウ

ンカ類も例外ではなく,こ れらはこのところ各種薬剤に

対 して抵 抗性 を発 達 させ て きてい る(NAGATA and

 MASUDA, 1979; NAGATA and OHIRA, 1986; ENDO et al

. 1988.)。 ブプロフェジン,エ トフェンプロックスは比較

的最近登録 された薬剤で,現 在のところウンカ類に高い

効果を示 している。ヒトメトビウンカをこれらの薬剤で

淘汰 し,薬 剤抵抗性発達の可能性及び交差抵抗性の有無

について検討 したので報告する。

材 料 お よ び 方 法

供 試 虫

1984年9月 鹿児島県日置郡市来町大里で採集 し,鹿 児

島県農業試験場で累代飼育 していたヒメ トビウンカを譲

り受け,稲 芽出し苗(品 種:レ イホウ)を 用いて27℃,

16時 間照明下で室内飼育 して使用した。

薬剤淘汰

エ トフェンプロックスによる淘汰:成 虫の胸部背面に

所定濃度のエ トフェンプロックスのアセ トン液0.05μ

lを施用 し,24時 間後に生存虫を集め,次 世代増殖用とし

た。薬剤淘汰は10回 行い,こ の間の淘汰圧は20～90%で

あった。

ブプロフェジンによる淘汰:ブ プロフェジン水和剤を

0.02%ラ ビデン水溶液で所定濃度に希釈したこの液に稲

幼苗を30秒 間浸漬し,風 乾後根部を湿った脱脂綿で巻き,

試験管に4齢 幼虫(若 干の3,5齢 幼虫を含む)と 共に

入れた。放飼5日 後に生存虫を無処理稲に移し増殖した。

薬剤淘汰は10回 行い,こ の間の淘汰圧は30～80%で あっ

た。

両薬剤とも1回 の淘汰には成虫または幼虫をそれぞれ

400頭 以上供試 した。

薬剤感受性検定

ブプロフェジンに対する感受性検定は稲幼苗浸漬法

(風野ら,1989)に より4齢 幼虫について行った。この

稲幼苗浸漬法では,幼 虫放飼48時 間以降144時 間 までに

羽化または死亡 した幼虫を有効な供試虫数とした。

他の薬剤に対する感受性検定は薬剤のアセ トン液を雌

成虫の胸部背面に0.05μl施 用する局所施用法により行1)現 在 野菜 ・茶業試験場
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った。

稲葉身浸漬法,局 所施用法による検定は5濃 度段階で

行い,1濃 度30頭 以上供試 した。これらの検定はともに

27℃,16時 間照明下で行い,24時 間後に生死を判定,

BLISS(1935)の 方法によりLD50値 を計算 した。

ア リエステラーゼ活性測定

アリエステラーゼ活性はAPEREN(1962)の 方 法に準

拠 し,次 のように行った。ヒメ トビウンカの短翅雌成虫

7頭 に1/15Mの リン酸緩衝液(pH7.2)14meを 加 え,

テフロンホモジナイザー用いて氷冷下で磨砕後,ナ イロ

ンゴースで濾過 し粗酵素液とした。0.03Mの αーナフチ

ル酢酸20μlと2.1mlの リン酸緩衝液を加えた試験管に粗

酵素液0.10mlを 加 え,27℃ で30分 反応 させた。その後

1%ジ アゾブルーBと5%ラ ウ リル硫酸ナ トリウム混合

液(2:5)0.4mlを 加 え発色 させた。発色10分 後に島津

UV-240型 分光光度計を用いて600nmで 反応液の吸光

度を測定し た。

結 果 お よ び 考 察

エ トフェンプロックスあるいはブプロフェジンにより

淘汰 したヒメ トビウンカの薬剤感受性を第1表 に示 した。

エ トフェンプロックスで淘汰 した場合エ トフェンプロッ

クスに対する感受性は無淘汰系統の1/6.7に 低下した。

しかしフェンバレレー ト,デ ルタメスリンに対する感受

性はほとんど低下せず,同 じ合成ピレスロイド剤間でも

交差抵抗性の発達は認められなかった。さらに他の有機

リン剤とカーバメート剤に対する感受性も無淘汰虫のそ

れ とほとんど違わず,こ れらの薬剤に対 しても交差抵抗

性は示 さなかった。

ブプロフェジン10回淘汰系統の4齢 幼虫のブプロフ土

ジンに対する感受性は無淘汰系統のそれとほとんど違わ

なかったが,淘 汰系統の回帰直線の傾 きは無淘汰系統の

それに比べやや小さい傾向を示した(第2表)。 また局

所 施 用 法 に よ り検 定 した有 機 リン剤,カ ーバ メ ー ト剤 お

よび 合 成 ピ レ ス ロ イ ド剤 に対 す る感 受性 も無淘 汰 虫 に対

す る そ れ とほ と ん ど違 わ ず,そ の差 は0.52-2.2倍 の範

囲 で あ っ た(第1表)。

尾 崎 ら(1973)は ヒ メ ト ビ ウ ン カ を マ ラ ソ ン や

MTMCで 淘 汰 した 場 合 に は淘 汰 虫 の エ ス テ ラ ー ゼ 活性

が 高 く な るが,カ ル バ リル や メ ソ ミル 淘 汰 で は エ ス テ

ラ ー ゼ活 性 は高 くな らず,マ ラ ソ ン に対 す る抵抗 性 の 発

達 は認 め られ な か った と報告 してい る。

淘 汰 系 統 の ヒ メ トビ ウ ン カ雌 成虫 の ア リエ ステ ラ ーゼ

活 性 と無 淘 汰 虫 の それ を第3表 に示 したが,各 系統 の ア

リエ ス テ ラー ゼ 活性 は5.4～6.6nmole/頭/分 の 範 囲 で あ

第1表 エ トフェンプロックス または ブプロフェジ ンで

淘汰 したヒメ トビウンカの薬剤感受性

()内 は無淘汰系統に対す る比 を示 す。

第2表4齢 幼虫の ブプロフェジンに対 する感受性

a)稲 幼苗浸漬法 による。

第3表 無淘汰 および淘汰系統のア リエステラーゼ活性

a:α-ナ フチル酢酸 を基質 とした。

b:平 均 値±標準偏差 を示 す。

第4表 エ トフェ ンプロ ックスの感受性におよぼす

共力剤の影響

a:共 力剤 とエ トフ ェ ン プ ロ ック ス は1:1の 割 合 で 同 時 に局

所 施 用 した 。

b:LD50値 は エ トフ ェ ンプ ロ ック スの み の 値 で示 した。

c:PBは ピペ ロ ニ ル ブ トキ シ ド,DEFは ト リチ オ リン酸 ブ

チ ル を示 す 。

った 。 この よ う にエ トフ ェ ンプ ロ ック ス,ブ プ ロ フ ェ ジ

ン淘 汰 を行 って も マ ラ ソ ンで淘 汰 した場 合 の よ うに は ア

リエ ス テ ラ ーゼ 活 性 は 高 くな らな か っ た。

ま たKASSAI and OZAKI(1988)は トビ イ ロ ウ ン カ を
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マ ラ ソン あ るい は フェ ンバ レ レー トで 淘 汰 した場 合,逆

交 差 性 を示 す と報 告 し,ENDO et a1.(1988)は 同 じ く ト

ビイ ロ ウ ン カ を マ ラ ソ ン あ るい はMTMCで 淘 汰 した場

合,淘 汰 虫 の デ ル タ メ ス リン,エ トフ ェ ンプ ロ ッ クス に

対 す る 感受 性 が 低 下 す る傾 向 を報 告 して い る 。 しか し,

ヒメ トビ ウ ン カの 場 合 に はエ トフ ェ ン プ ロ ッ クス に よ り

淘 汰 して もマ ラ ソ ンに 対 す る感 受 性 は 変 化 せ ず,ト ビイ

ロ ウ ン カ と は異 な る傾 向 で あ っ た。

エ トフ ェ ンプ ロ ック ス に対 す る感 受 性 に お よぼ す 共 力

剤 の 影 響 を 第4表 に示 し た が,ピ ペ ロニ ル ブ トキ シ ド

(PB),ト リチ オ リ ン酸 ブ チ ル(DEF)施 用 に よ る効 果

は ほ とん ど認 め られ な か っ た。 これ らの こ とか らエ トフ

ェ ン プ ロ ッ ク ス に対 す る抵 抗 性 機 構 と して は エ ス テ ラー

ゼ,ミ ク ロ ソー ム酸 化 酵 素 系(mfo)は あ ま り関 与 して

い な い の で は な い か と考 え ら れ た。

大 熊 ・尾 崎(1969)は ヒメ トビウ ン カ を マ ラ ソ ン また

は フ ェニ トロチ オ ンで10ま た は12回 淘 汰 し た場 合,そ の

感 受 性 は1/40～1/50に 低 下 し,MTMC12回 淘 汰 で は そ

の 感 受 性 は1/6に 低 下 した こ と を認 め て い る 。 エ トフ ェ

ン プ ロ ッ ク ス の 場 合 マ ラ ソ ン や フ ェ ニ トロ チ オ ン の 場 合

ほ ど で は な い が,連 用 に よ り抵 抗 性 の 発 達 が 起 こ る可 能

性 が 示 唆 さ れ た 。 ま た ブ プ ロ フ ェ ジ ン の 場 合 は 本 室 内 淘

汰 実 験 の 範 囲 で は そ の 感 受 性 の 低 下 は 認 め ら れ ず,比 較

的 薬 剤 抵 抗 性 発 達 が 遅 い と考 え られ た 。 し か し こ の 点 に

つ い て は,今 後 よ り 多 数 の 個 体 群 を 用 い て 確 認 す る 必 要

が あ る か も しれ な い 。
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